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 時期的た安定性を5年前の調査との共通項目で考えると，推定平均（0．99）分散（0．95）は高く，標

本誤差の倍率は0，67となる．層別の効果は，前回と今回とで層別に利用した変数および地域層別の仕方

がすこし異なるため地域関連の項目以外では安定しない．

射影子法と多重尺度展開法による乱流理論

                     岡  崎 卓

 1．序

 乱流の平均速度が空間的に変化する場合，これを勇断乱流と呼ぶ．現実の乱流は全てこの型に属し，平

均速度と乱れの強さを理論的に求めることは古来乱流研究の主要目標であったが，平均流との相互作用

の複雑さは理論的解明を困難にし，そのため歴史的には現象観察に基いた勇断乱流のモデル構成論と，平

均速度不存在という理想的一様等方性乱流の解析的理論が別個の途を迫ることとなった．前者はK一ε

モデル等を，後者は精密た〃近似等を生んだが，モデルに伴う非演繹性，未定定数内在の不備は解消に

至らなかった．近年Yoshizawaは多重尺度法により平均流と乱れの場を分離し，〃近似を投入してこ

の不備の除去を図った．以下に報告するのは，同様に多重尺度法で平均流を分離するが，以後の理論展

開には射影子法を用いて平均流の影響を取り入れた各種統計量の解析的表現を得る試みであり，その過

程の簡明さと最終表現の厳密さを特徴とする．

 2．多重尺度法による乱れの方程式

 Navier－Stokes方程式に従う流体の乱れ速度。は，平均速度をσとして
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に支配される（記号は末尾参照）．乱流の特色は微細なスケールの激しい速度変動にあるが，平均速度等

の統計量は緩やかに変化するに過ぎたい．この変動スケールの差に着目し，パラメータδを導入して座

標変数をfastvariab1esκ，Cとs1owvariab1es X（＝δκ），T（＝δC）とに分け，統計量はX，τにのみ依

存すると考える．このとき（1）は0（δ）で
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とたり，平均流はδ頂を介して乱れに作用することが判る（変換m（ξ，c）＝o（κ，c），ξ＝κ一α，と圧力

消去を行ってある）．

 3．射影子法による相関方程式

 〃の汎関数を〃の2次関数に写す射影子法を適用すれば相関炉（ξη）＝＜が（ξ）m5（η）〉を定める式を

直ちに得る，
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たる一様等方性乱れと同一の方程式が得られ，そのグリーン関数Gと表現〃＝仏jQとによりん1もま

た具体的に

           州／1f）一（耕・絵）∫土・1・舳（／州（1）

と表わざ礼その結果例えば乱流応力について・一一れ／一・刈∂纂三・名讐）とい1各種のモデル方

程式に採用されている型式が出現する．
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                消費生活の指標について

                                坂  元  慶  行

 「日本人の国民性調査」の今後の発展のためには，経済感覚，消費行動，経済社会的地位指標等，経済

生活に関する指標を補充し，これらの指標と価値観との関連分析を可能にすることが重要な課題の一つ

である．このためには，既存の所内外のデータを収集・再分析し，態度・価値観の説明に有効で，かつ，

調査可能な項目を選定することが必要な予備作業であると考えられる．ここでは，その第一段階として，

首都圏30km圏で実施された日本消費経済研究所の「消費者の意識行動調査」の2回のパネル調査（昭

和58年6月一59年1月調査（890サンプル）と昭和59年6月一60年！月調査（840サンプル））に基づい

て主として回答結果のr安定性」について検討した．

 この調査は，消費に関わる価値観，景況判断，家計の現況とその評価，消費計画と行動（結果），属性

（性，婚姻形態，学歴，職業，世帯上の地位，世帯員数，ライフ・ステージ，住宅状況，住宅ローンの有

無，住宅購入計画，年収，年間貯蓄額，貯蓄総額，月間生活費，月間貯蓄可能額，望ましい生活費等）か

ら成っている．

 前・後調査の半年間の状況変化に基づく回答変化に配慮して，20の再調査項目の各々を目的変数，前・

後調査の残り全ての項目を説明変数群とみたとき，前調査の同一項目がどの程度の説明力を持つか（r安

定度」と仮称）を，CATDAPを用いて，検討してみた．その結果，経済関係の属性項目では年収，貯蓄
総額，月間生活費が抜群であり，年間貯蓄額等は「安定度」が低い．一方，意識項目では，「くらしむき

に対する満足度」，「収入は世間並み以上にふえたか」，「日常生活での経済的不安感」のr安定度」が高

い（ただし，「経済的不安感」の情報は「くらしむきに対する満足度」の情報に含まれることが多い）．こ

れに比して，「くらしむきは去年よりよくなったか」，「1年後のくらしむきの見通し」，景気観，物価親等

の「安定度」は低い．しかし，調査環境の悪化は回収サンプルの属性項目の「安定度」の低下を必ずし

も帰結しないようで，経済関係の属性項目の「安定度」は予測以上に高い．

 なお，「くらしむきに対する満足度」は「政治に対する満足度」や「収入と余暇時間のどちらをふやし

たいか」といったいわば「国民性」型の質問文に対して最も強い関連を持つことが見られた．従って，年

収，貯蓄総額，「くらしむきに対する満足度」等は今後の基本的属性の項目選定に当って再検討に値する

と思われる．


